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式

亭

三
馬

の
言

語

描

写

に

つ
い

て

の

一
考

察

五

所

美

子

式

亭

三
馬

は
、
山
東
京

伝

・
十

返
舎

一
九

・
滝

沢
馬

琴

・
為

永
春
水

ら

と
共

に
、
後

期
戯

作
界

の
代
表

作
家

の

一
人
で

あ

り
、

寛
政
六
年

か
ら

文

政

五
年

に
他

界
す

る
ま
で

、
百

三
十
余

の
作

品
を

、
黄
表

紙

・
合
口
巻

・
洒

落

本

.
滑
稽
本

・
読

本

の
多

種

に
わ

た

っ
て
著

わ

し
た

。

「
浮

世
風

呂
」

「
浮
世

床
」

「
潮
来

婦
誌

」

な
ど

を
中

心
と

し
た
滑

稽
本

・
洒

落
本

に
は

三
馬

の
言

語

に
対
す

る
多
大

な
関

心
と
精

細

な
注
意

が

う
か
が
わ

れ
る

。

・つ

ぐ

○
申
を

「
も

う
す

」

訓
興

立
を

「
こ
う
り

う

一
音

と
書

け
る
醗

「ず

べ
て

婦
女
子
の
読
易
き
要
と
す
れ
ば
音
訓
と
も
に
仮
名
つ
か
ひ
を
正
さ
ず

「
浮
世
風
呂
」

三
編
自
序

は
し
が
き

柵
ぺ

○
打
遣
な
蜜
ゝ
詰
る
]司
○
あ
や

」妻
が
"な
ど
い
へ
る
用
詫
の
慮
ぼ
俗
語
に

拠
る
所
也
雅
俗
の
異
同
は
傍
訓
に
従
ぴ
て
会
得
あ
る
べ
し

(
「浮

世
風
呂
」

三
編
自

序
は
し
が
き
幡
ぺ

○
廓
通
の
且
よ
り
外
国

う夷
狭
の
如
、く
な
れ
ば
部
譜
も
お
す
ざ
ん
す
に
副
て

は
ん
な

せ

へ
し

之
耳
立
賦
其
梛
裡
を
改
あ
ず
、70
舟
宿
衆
。
我
等
の
類
ひ
其
う健
に

出
し
て
片
言
の
誤
を
正
さ
ず
唯
有
姿
に
な
し
て
三
太
郎
椹
七
に
與
ふ
る

而
巳

ニ

○
文
法

は
前

編

の
如

く
鄙
僅

片

言
を

以

て
す
た
と

へ
ば

「
さ
や

う
で

は

ご
ざ

り
ま

せ

ぬ
を

「
そ

う
じ

ゃ

ア
ご
ぜ

へ
し

ね

へ

「
御
出

な

さ
れ

ま

せ

を

「
お

い
で

な

い
ま

し

「
こ
の
べ
ら

ぼ

う
は
を

「
こ
ん

べ
ら

ば

ア
、
右

の
ご

と

く
略

語
す

る
事

多

し
推

て
し

る

べ
し(

「
船
頭
深
話
」
附
言

獅
・
瓢
ぺ
)

お
お
む
ね

こと

こ
お
ん

て
う
し

す
む

　
○
言

語

は
大

概
江

戸

に
異

な
ら
ず

五
音

の
調
子

に
よ
り

て
清

音

を
濁

音

に
い
ふ
も

の
間
多

し

　
○
清

音
を

濁
音

に
通

用
す

る
は

「
サ

シ

ス
セ

ソ

一

「
カ
キ

ク

ケ

コ
」

「

タ

チ

ツ
テ
ト
」

の
三
音
也

「
ハ
ヒ

フ

ヘ
ホ
」

は
清

濁

こ
と

　

く
叶

ひ

す

へ
て
江

戸

の
こ
と

し

(
「潮
潮
来
婦
誌
」
前
編
巻
之
上
凡
例
伽
ぺ
)

ζ
ご
り

っ
.2
孔
い

だ
く
お
ん

　
○

常

の

「
、

、
」

に
て
は
通
例
の
濁
音
に
ま
ぎ
ら
は
し
け
れ
は
お
の
く

なか"づ讃

.潅

耀

を
響

肇

が
竃

「加
」
陰

饗
霧

俊

就
中

「
が

ぎ
ぐ
げ

ご
」

の
音

に
清

音

の
濁
た

る
も

の
多

し
又

「
タ
チ

ツ

か
く
の
ご
と
き
こ
身

テ
ト
」

の
音

に
清
音

の
濁

あ
れ
ど

も
是

は

「
だ
ぢ
づ

で
ど

」
如
斯

黒

圏

(
「
辰
巳
婦
言
」

凡
例
述
意
珈

ぺ
)

(
「潮
来
婦
誌
」
前
編
巻
之
上

凡
例
㎝
ぺ
)
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を

用
う
。
鯨

は
推

て
し

る

べ
し

(
『
潮
来
婦
誌
」
前
編
巻
之
上
凡
例
　
ぺ
)

　
○
此

女
か

た

こ
と
ば

か

り
な

ら
べ
る

ゆ
ゑ
よ

く
　

ふ
り
が

な

に
気

を

つ
け
て
よ

み
玉

ふ

べ
し

(
『浮
世
風
呂
」
二
編
巻
之
下
　
ぺ
)

　
○
常

の

こ
と

ば
な

ら
弥
壽

や
と

よ
ぶ
所

な
れ
ど

も
此

よ
あ

は

い
ま

だ
お

や
し

き

の

こ
と
ば

う
せ
ぬ

ゆ

ゑ
や
す

か
弥
壽

か
と
か

の
声

に
よ
ぶ

な
り

(
『浮
世
風
呂
」
二
編
巻
之
下
　
ぺ
)

　
○
こ
ち

の
も

ほ

っ
と

し

て
な
ど

い
ふ

べ
き
を
内
で

も

と

い
ふ

た
ぐ

ひ
江

戸
者

の
な
ま
京

談
笑

ふ

に
た

へ
た
り

(
『浮
世
風
呂
」
三
編
巻
之
下
　
ぺ
)

　
○
ト
か
み

が
た

ご
と
は

の
江
戸

な
ま

り
は
お

つ
な
所

を
ひ

っ
ぱ

り

て

い

ふ
也

(
『
浮
世
風
呂
』
四
編
巻
之
中
　
ぺ
〉

　
〇
三
馬

按
ず

る

に
○

眞
実
本

國

。
武
蔵
熊

谷

の
産
な

り
。
所
謂

坂
東

音

に
て
詞

調
子

高
く

。
し
か

も
濁

た
り

。

(
『大
千
世
界
楽
屋
探
』
初
編
巻
之
上
人
物
の
部
　
ぺ
)

ほ
う

ぜ
う
じ
ゆ

あ
や
い

ぜ
う
じ
ゆ

あ
や
い

　
○
坊

も
、
上

手

に
、
お
洗

、

お

っ
か

ち

ゃ
も

、
上
手

に
、

お
洗

(
『浮
世
風
呂
』
三
編
巻
之
下
膨
ぺ

三
才
ば
か
り
の
小
児
の
こ
と
ば
)

そ

の
他

、
会
話

の
前
後

で

そ

の
人
物

の
言

語

の
特

徴
を

説
明

し
た
例

と
し

て

、医
者

の
こ
と
ば
つ

か

い
に

つ
い

て

『
浮
世

風
呂
』

前
編

巻
之

上

65ぺ

子
ど

も

の

こ
と
ば

に

つ
い

て

『
浮
世

風
呂
』

前

編
巻
之

下

79

ぺ

少
女

の

こ
と
は

に

つ
い
て

『
浮

世

風
呂
』

二
編
巻

之
上
　

ぺ

な
が

し

の
男

に

つ
い
て

『
浮

世
風

呂
』

二
編
巻

之
上
　

ぺ
二
編
巻

之
下

糊

ぺ

・
囎

ぺ

・
邸
ぺ

三
編

巻
之

上
　

ぺ

・
　
ぺ

・
餅

ぺ

三
編
巻
之

下
　

ぺ

・
　

ぺ

・
　
ぺ

四
編

巻
之
中

㎜
ぺ

四
編

巻

之

下
　

ぺ

幼

児
特

有

の

ラ
行
転

換

現
象

や

そ
の
他

の
音
託

現
象
が

描

写
さ
れ

て

い
る

例

、三
才

ば

か

り

の
小

児

「
徳

松
」

の

こ
と
ば

『
浮
世

風
呂
』

四
編

巻
之

下

郷

ぺ

特
殊

な
病
気

に
よ
る
言

語
障

害
を
も

っ
た
者

の
こ
と
ば

が
描

写
さ

れ

て
い

る
例

、
「
よ

い
よ

い
」
病
患

者

の

こ
と
ば

『
浮

世

風
呂
』

前
編

巻
之

上

55

ぺ

・
56

ぺ

・
57

ぺ

・
　

ぺ

・
59

ぺ
な
ど

「
は
な

く
た

」
病

「
お
か

さ
」

の

こ
と
ば

『
浮

世

風
呂
』

二
編

巻

之
下
　

ぺ

・
　
ぺ

・
　
ぺ

・
　
ぺ

読
者

に
対

し

て
読

み
方

を
示

し
た

例

、

く
ど

い
上
戸

『
酩

酊
気

質
』

上

の
巻
　

ぺ

・
　
ぺ

・
　
ぺ

・
　
ぺ

　
ぺ

・
　
ぺ

・
………
ぺ

・
　
ぺ

・
　
ぺ

な
ど

と
、
彼

の
言

語

に
対
す

る
精
細

な
注

意
と
鋭

敏

さ
は
、
作

品

の
至

る

所
で

見
ら

れ
る

。

さ
ら

に
、

「
わ

れ
わ
れ

は

、

『
浮
世

風

呂
』

一
編
か

ら
、
当

時

の
江

戸
市

民

の
口
に

の
ぼ

さ
れ

た

こ
と

ば

の
実

際

を
か
な

り

こ
ま

か

く
知
る

こ
と

が

でて
き
る
。

こ
の
事

は
、

『
浮

世
風

呂
』

だ

け

に
限
ら
ず

、

三
馬

の
他

の
作

品

(特

に
滑
稽
本

と

い
わ
れ

る
類

の
も

の
を
中

心
と

し

て
)

に

つ
い
て
も

同
様
で

あ

る
。

も
ち

ろ
ん

三
馬

の
も

の
だ
け

に
限
ら
ず

、

い
わ

ゆ
る
滑

稽

本

の
大
部

分

の
も

の
が

、
江

戸
語

の
資
料

と
し

て
有

力
で

あ
る
。

し
か

し

そ
の
中
で

も
、

三
馬

の
も

の
は

、

当
時

の
江
戸

語
を
忠

実

に
写

し
た
も

の

一20う



註
2

と
し

て
特

に
す

ぐ
れ

た
言
語
資
料

と

な
る
と

い
う

こ
と
が
で

き
る

。
」
と

松

村
明

氏
が
論
ぜ

ら
れ

る
よ

う

に
、

三
馬

の
言
語
描

写
は

写
実
的
態

度
で

あ

る
と

、

一
般

に
論
ぜ

ら
れ

て

い
る

。

確
か

に
、
言

語

に
対

し

て
人

一
倍

周
到
で

写
実
的

な
態
度

が
、
先

に
挙

げ

た
特

に
　

～
　

か
ら

は
、

よ
く
う

か
が

え
る
。

と

こ
ろ
で
.

三
馬

の
上

方
語

に

つ
い

て
調

べ
て
み

る
と

、
当
時

の
実
際

の
上

方

語
と
異

な
る
点

が
か
な

り
あ

る
。

そ
れ
ら

は
大
体

四

つ
の
グ

ル
ー

プ

に
分

け
る

こ
と

が
でて
き

る
。

一
当

時

の
上

方

に
存

在

し
、

一
般

市
民

の
こ
と
ば
と

し

て
使
わ
れ

た

こ
と

ば
で

あ

る
が
、

三
馬

は
そ

の
場

面
と

し

て
ふ
さ
わ

し
く

な

い
使

用
を
し

て

い
る
例

二
演

劇

用
語
と

し

て
存
在

し
た

特
殊

な

こ
と

ば
で

、
す
で

に
口
頭
語
と

し

て
は
、
使

用

さ

れ
な

く
な

っ
て

い
た

こ
と
ば

口
造

語

四
江

戸
語

一
見
、

こ
れ
ら

は
、

三
馬
が

「
足
箱

根
西

せ

ぬ
を

誇

る
江

戸

人
」
で

あ

っ
た

た
め
起

し
た
誤

用
か

の
様

に
見

え
る
。

が
、
⑳

の
例
を

除
き

、
彼

は

実

際

の
上
方

語
を
知

っ
て

い
な
が

ら
、
彼

流

の
方
法

で
自
由

に
こ
と
ば
を

駆

使

し

て
い
る

の
で

あ

る
。

つ
ま

り
、
言

語

に
対
し
非

常
な

関
心
を

も

っ
て
お

り
、
彼

の
作
品

の
お

も

し

ろ
さ
は
言

語

に
あ

る
の
で

あ

る
が

、
そ

の
お
も

し
ろ

さ
は
彼
独
自

の

言

語

上

の
工
夫

に
よ

っ
て
、
生

れ
た

の
で

あ

る
。
彼

は
た
だ

に
言

語
を

写

実

的

に
　

当
時

の
実
際

に
口

に
の
ぼ
さ

れ
た

こ
と
ば

に
で

き
る

だ
け

忠

実

に

の
み
描

こ
う

と
努
力

し

た

の
で

は
な

い
よ
う
で

あ

る
。

次

に
、
彼

の
言
語

描
写

の
態
度

を
、
具

体
的

な
例
を

挙
げ

つ

ゝ
、

明
ら

か

に
し

て
行
き

た

い
。

三
馬

の
作
品
中

、
上

方
弁

が
登
場

す

る
主

な
所
を

示
す
と

、

「
か
み
が

た
も

の
」

(男

)

『
浮
世

風

呂
』

(
日
本
古
典
文
学
大
系
)

前
編
巻

之
上

76

ぺ

・
77

ぺ

「
か

み
か

た
す
ち

の
女
」

(女

)

『
浮
世

風
呂
』

(日
本
古
典
文
学
大

系
)
二
編
巻

之
上
　

ぺ

・
　
ぺ

「
け

ち
兵

衛
」

(
男

)

『
浮

世
風

呂
』

(
日
本
古
典
文
学
大
系
)

四
編
巻

之
中
　

ぺ
～
　

ぺ

「
け
ち

助
」

(男

)

『
浮

世

風
呂
』

(日
本
古
典
文
学
大
系
V

四
編

巻

之
下
　

ぺ

「
作
兵

衛
」

(男

)

『
浮

世

床
』

(日
本
古
典
全
書
)
初
編
巻

之
中

描
ぺ

～
　

ぺ

「
大
坂

の
人
」

(男

)

・

「
京

の
人
」

(男

)

『
客
者

評
判

記
』

(
日
本
名
著
全
集

・
江
戸
文
芸
第
十
四
巻
)

惣

巻

頭

姐
ぺ

・
娚
ぺ

「
上
方

人
」

(男

)

『
客
者

評
判

記
』

(日
本
名
著
全
集

.
江
戸
文
芸

第
+
四
巻
)

上
方

の
芸

居
好
　

ペ
ー
　

ぺ

「
か

み
方
者

」

(男

)

『
一
盃
綺
言
』

(
日
本
名
著
全
集

・
江
戸
文
芸
第

+
四
巻
)

無

益

の
事

を
あ

ら

そ
ふ
酒
癖
　

ぺ
～
　

ぺ

上
方

語

の
資
料

と

し

て
は
、
上

方

人
の
手

に
な

る
洒

落
本

・
滑

稽
本

・

俄

・
浄

瑠

璃
を

用

い
た
○
次

の
も

の
で

あ

る
。

(洒
落
本

・
滑
稽
本
)

月

花

余

情

宝
暦
六
年

酒
落
本
大
系
第

一
巻

陽

台

遺

編

同

同

浪
花
色
八
卦

洒
落
本
大
系
第
二
巻

聖

遊

廓

宝
暦
七
年

酒
落
本
大
系
第

一
巻
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百

花

評

林

洒
落
本
大
系
第

一
巻

滑

稽

雌
黄

宝
暦
九
年

滑
稽
文
学
全
集
第
十
二
巻

針

の
供

養

安
永
三
年

同

徒
然
膵
が
川

天
明
三
年

同

當
世
真
々
の
川

滑
稽
文
学
全
集
第
十
二
巻

虚
実
柳
巷
方
言

寛
政
五
年

近
世
文
芸
双
書
第
十
風
俗

新
話
違
な
し

寛
政
九
年

版
本

養
漢
裸
百
貫

寛
政
八
年

洒
落
本
大
系
第
八
巻

う
か
れ
草
子

寛
政
九
年

同

身
体
山
吹
色

寛
政
十

一
年

同

十
界
和
尚
話

寛
政
十
年

同

阿

蘭

陀

鏡

寛
政
十
年

同

昇

平

楽

寛
政
十
二
年

同

言

葉

の
玉

寛
政
五
年

版
本
に
よ
る
写
本

南

遊

記

寛
政
十
二
年

洒
落
本
大
系
第
九
巻

塩
梅
加
減
粋
包
庁

寛
政
七
年

版
本
に
よ
る
写
本

ひ
じ
ま
つげ

秘

事

真

告

寛
政
年
間

近
世
文
芸
双
書
第
十
風
俗

こ
ゝ
ろ
の
外

文
化
三
年

西
日
本
国
語
国
文
学
翻
刻
双
書
刊
行
会

上
方
洒
落
本
集

當
世
廓
中
掃
除

文
化
四
年

同

あ
し

げ
ま
こと

足

毛

誠

文
化
四
年

版
本

井

中

の
水

文
化
五
年

同

遊
女
玉
の
輿

文
化
十

一年

版
本
に
よ
る
写
本

箱

ま

く

ら

文
政
五
年

日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
第
十
二
巻

洒
落
本
集

深
色
狭
睡
夢

文
政
九
年

同

大
坂
版
廓
中
奇
諏

版
本
に
よ
る
写
本

北

川

蜆

売

文
政
十
年

未
刊
江
戸
文
学
第
十
二
冊

(
俄
)

古

今

俄

選

安
永
四
年

雑
芸
双
書
第
二

今

様

俄

選

寛
政
八
年

版
本

戌

歳

俄

選

文
化
十

一
年

同

風
流
俄
天
狗

天
保
三
年

同

(浄
瑠
璃
)

頼
光
跡
見
論

浄
瑠
璃
集
上

日
本
古
典
文
学
大
系

八
百
屋
お
七

同

ひ
ら
か
な
盛
衰
記

元
文
四
年

同

夏
祭
浪
花
鑑

延
享
二
年

同

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

寛
延

一
年

同

源
平
布
引
瀧

浄
瑠
璃
集
下

日
本
古
典
文
学
大
系

新
版
歌
祭
文

安
永
九
年

同

鎌
倉
三
代
記

同

伽
羅
先
代
萩

天
明
五
年

浄
瑠
璃
集
下

日
本
古
典
文
学
大
系

曽
根
崎
心
中

元
禄
十
六
年

近
松
浄
瑠
璃
集
上

日
本
古
典
文
学
大
系

堀

川
波

鼓

宝
永
四
年

同

重

井

筒

宝
永
四
年

同

丹
波
與
作
待
夜
小
室
節

宝
永
五
年

同

五
十
年
忌
歌
念
佛

宝
永
六
年

同

冥
途
の
飛
脚

正
徳

一
年

同

タ
霧
阿
波
鳴
渡

正
徳
二
年

同

大
経
師
昔
暦

正
徳
五
年

同

心
中
天
網
島

享
保
五
年

同
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女
殺
油
地
獄

享
保
六
年

同

心
中
宵
庚
申

享
保
七
年

同

椀
久
末
松
山

宝
永
五
年

浄
瑠
璃
名
作
集
上

日
本
名
著
全
集
第
二
巻

傾
域
思
弁
屋

正
徳
五
年

同

　
屋
道
満
大
内
鑑

享
保
十
九
年

同

伊
賀
越
道
中
双
六

天
明
三
年

浄
瑠
璃
名
作
集
下

日
本
名
著
全
集
第
七
巻

近
頃
河
原
達
引

天
明
五
年

同

役
行
者
大
峰
桜

寛
延
四
年

校
訂
近
松
半
二
浄
瑠
璃
集

続
帝
国
文
庫

奥
州
安
達
原

宝
暦
十
二
年

同

山
域
の
国
畜
生
塚

宝
暦
十
一一奪

同

京
羽
二
重
娘
気
質

」宝
暦
十
四
年

同

薦
奢
待
新
田
系
図

明
和

一
年

同

小
夜
中
山
鐘
由
来

明
和
三
年

同

三
日
太
平
記

明
和
四
年

同

傾
城
阿
波
の
鳴
門

明
和
五
年

校
訂
近
松
半
二
浄
瑠
璃
集

続
帝
国
文
庫

萩
大
名
傾
域
敵
討

明
和
七
年

同

道
成
寺
現
在
蛇
鱗

寛
保
二
年

校
訂
並
木
宗
輔
浄
瑠
璃
集

博
文
館

那
須
與
市
西
海
硯

享
保
十
九
年

同

苅
萱
桑
門
筑
紫
榛

享
保
二
十
年

同

安
倍
宗
任
松
浦
笠

元
文
二
年

同

釜
渕
隻
級
巴

天
文
二
年

同

又
、
三
馬

の
作
品

は
、
次

の
本

に
よ

っ
た
。

「浮

世
風
呂
」

(日
本
古

典
文
学

大
系
)

「浮

世
床
」

(昭
本
古

典
全
書

)「

一
盃
縛
言
」

・

「
客
者

評
判
記
」

(日
本
名
著

全
書

.
酒
落
本

集
)

右

以
外

の
も

の
は
、

「
帝
国
文
庫

訂

三
馬
傑
作
集
」

に
よ

',
た
。

註
1

ル
ビ
の
○
印
は
白
圏

の
点
を
あ
ら
わ
す
。

註
2

松
村
明
著

「江
戸
語
東
京
語

の
研
究
」
　

ペ
ー
　

ぺ

ニ

ノ

一

三
馬
は
、
上
方
者
の
順
接
接
続
助
詞
を
次
の
様
に
使
用
し
て
い
る
。

諸
形

位
相

町
人

(男

〉

武

士

土
方
す
ち
の
女

上
方
詞
に
か
ぶ
れ
た
女

順
接

接
続

助
詞

「
か

ら
」

は
江
戸

特
有

の
こ
と
ば
で

な

く
、
上

方
で

も

使

わ

れ

て
い
た
。

た
だ

し
、
江

戸
で

は
多

く
使

わ
れ

た
が

、
上
方

で
は

「

(
に
)
よ

っ
て
」

や

「
さ
か

い

(
に

嶋
で

)
」

に
押

さ
れ
あ

ま
り
多

く

は

用

い
ら
れ

な
か

っ
た
。
前

表

に
ょ
り

、

三
馬

は

こ
の
上

方
で

の
用
法

を
充

分
承

知
し

て

い
た

こ
と

が
わ

か
る
。

こ
の
様

に
、
上

方

の
順

接
接
続

詞

と

し

て
、

三
馬
は

正
し
く

「
か

ら
」
を

使

用
し

て

い
る
。

と

こ
ろ
が
、
あ

る
場

面

に
お

い
て
は

、
上
方

人

の
知

ら

な

い
江

戸
特

有

の
こ
と
ば

で
あ

る
か

の
様

に
描
写

し

て
い
る
。

「
浮
世

風

呂
」

(
二
編

巻

之
上

)

の
江
戸
女

と
上

方
女

と

の

こ
と
ば

争

い
」
が

そ
れ
で

あ

る
。



か

み

「
へ
.ゝ

関

東

べ

い
が

。

…

…

(略

〉

…

…

さ

う

だ

か

ら

斯

だ

か

ら

ト

。

あ

の
ま

ア
、

か

ら

と

は

な

ん

じ

ゃ

エ
。

山

「
か

ら

」

だ

か

ら

「
か

ゆ
ゑ

か
み
か
た

ら

」
さ

。
故
と

い
ふ
こ
と
よ

。
そ
し

て
ま

た
上
麺

の

「
さ
か

い
」
批

は

な

ん

だ

へ
。

か

み

「
さ

か

い
」

と

は

ナ
、

物

の
境

目

じ

ゆ

。

ハ
。

物

の

さ
か
い

カ
う

さ
か
い

い
ふ

奪限
る
所

が
境
じ

ゃ
に
よ

っ
て
。

さ

う
じ

ゃ
さ
か

い

に
。
斯

し
た
墳

と
云

の
じ

ゃ
は
な

い
か
な

。

上
方
弁

の

「
さ
か

い
」
と
江

戸
語

の

「
か
ら
」

を
対

立
さ

せ

て
い
る
。

ま

た
、

三
馬

の
順
接
接
続

助
詞

の
使

用
例
を

前
表
で

見

る
と
、

サ
カ

イ

形
が
最

も
多

く
、

そ
れ

に
比

べ

ヨ

ッ
テ
形
は
少

な

い
。
実
際

の
当
時

の
上

方
で

は
、

サ
カ
イ

形
は
ご

く
わ
ず

か
で

、

ヨ

ッ
テ
形
が

支
配
的

で
あ

っ
た

。

古

い
サ
カ

イ
形
は
新

し

い

ヨ

ッ
テ
形

に
勢
力
を

奪
わ

れ

て
し

ま

い

つ
ゝ
あ

る
時
期

でて
あ

っ
た
が

、
又

、
上
方
弁

の
最

も
代
表

的

な

こ
と
ば

は

こ
の

サ

カ
イ
形

で
あ

る
と

一
般

的

に
知
ら

れ

て
い
た
。

三
馬

は
、
古

く
か

ら
あ

っ
た

、
そ
し

て
み
ん

な

に
知

ら
れ

て

い
る
サ
カ

イ
形
を

使
用
す

る
事

に
よ

っ
て
、
上

方

人
ら
し

さ
を
出

そ
う
と

し
た

の
でて

あ

る
。

「
江
戸
女

と
上

方
女

」

の
こ
と
ば

争

い
の
場
合
で

は

、
最
も
上

方

語
ら
し

い

「
さ
か

い
」
と

そ
れ

に
対

立
す

る
江

戸
語

「
か
ら
」

を
比
較

対

照

さ
せ
、
両

地

の
違

い
を

鮮
明

に
さ

せ
る
事

に
よ
り
、読

者

の
興
味

を
引

こ

う

と
し

た
も

の
と
思
わ

れ
る
。

言
語

を
事
実

の
ま

ゝ
、

た
だ
正
確

に
描

写

す
る
だ

け
でて
は
、
読
者

の
興
味

を
引

く
事

は
で
き

な

い
。
戯

作
者
で

あ

る

彼

が
、

人
物

や
事

件
を
も

っ
と

も
ら

し
く

、
お
も

し
ろ

く
見
せ

る
た
め

、

彼
独
自

の
独

創
的

な
語
法

を

工
夫
し

た

の
は
当
然
で

あ

る
。

同

様

の
例

に
、
上
方

語

「
わ

し
」

と

そ
れ

に
対

応
す

る
江
戸

語

の

「
わ

た
し

」
が
見

ら

れ
る
。

文
末
敬

語

の

「
ん
す

」

「
な
ま
す

」
を
も

、
彼
流

の
用
法

でて
、

そ

こ

に
そ

れ
ら
し

さ
を
表

現
し

よ
う
と

し

て

い
る
。

註

奥
村
三
雄
著

「近
代
京
阪
語
考
ー
順
接
助
詞
に
つ
い
て
「
1
」

岐
阜
大
学
研
究
報
告

(人
文
科
学
)
第
十
四
号

ニ

ノ
ニ

前
田

勇
氏

の

「,近
世
上

方
語
辞

典
」

に
、

「
込

ん
で

ゐ
る

」

に

つ
い
て

「
込

む
」

は

「
の
み

こ
む
○
承

知
す

る
。

得
心
す

る
。

」

の
意
で

、
否

定

に

「
こ
ま

ぬ
」
と

い
い
、
肯

定
に

「
こ
ん
だ

」

「
こ
ん
で

ゐ
る
」

と

い

う
。

と

、
記

さ
れ

て

い
る
。
上
方

の
洒
落

本

・
滑
稽

本

に
は

、

「
込
む
」

と

い

う

こ
と
ば

は
全

然
使

用
さ
れ

て
い
ず
、

「
呑

み
込
む

」

の
方
が

使
わ

れ

て

い
る
。

そ

の

一
例
を

示
す

と
、

○
正
真

ら
し

い
て
し

ま
流

の
謀
計

に
も

ひ
と

い
き

の
み

こ
ま
ね

ど

(
『
虚
実
柳
巷
方
言
』
下

・
　
ぺ
)

○
何

も
か

も

の
み

こ
ん
で

い
な
さ

る
方

じ

ゃ
な
け

れ
ば

(
「
う
か
れ
草
子
』
珍
庵
記
99
ぺ
)

○
人

に
自

由

に
さ
す
事

が
商

売

と

は
呑
込

て
居

る
な
ら

(
『
秘
事
真
吉
』
島
の
内

の
相
　
ぺ
)

そ

の
他
、

「
風
流
俄

天

狗

鬼

や

ら

ひ

」

「
伽

羅
先
代

萩

六

「
夏

祭
浪
花

鑑

八
㍑

ぺ
」
「
ひ
ら

か
な
盛

衰
記

四
醜

ぺ
」
な
ど

に
も

見

え
る
。

つ
ま

り
、
当

時

の
上
方

で

は
、

日
常

会

話
と
し

て

「
呑

み

込
む

」
は
使

用

さ
れ

て

い
た
が

、

「
込

む
」

は
用

い
ら

れ
な
か

っ
た
。

浄

瑠
璃

や
俄

に
お

い
て
、

「
呑

み
込

む
」
が
や

は
り

多

く
用

い
ら

れ

て

い
る
が
、

「
込
む

」
が

わ
ず

か
な

が
ら
見

ら
れ

る
。

女

あ
と
み
お
く
り

〇

一
四
段

目

の
後

目
送

の

ハ
ル
フ
シ
か

ら
や

っ
て
く

れ

一
こ
ん

だ
く

(
『
今
様
俄
選
』

二
俄

戻
」
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○
其

段

は
込

ん
.て
お

り
升
其

か
わ
り

に
今
晩

ま

へ
帯

と

花

四
五
本
…
…

…

(
「京
羽
二
重
娘
気
質
」

一
・
　
ぺ
〉

そ

の
他
、
「小

野
道

風
青
柳

硯

一」

「
伊

達
錦

五
+

四
郡

四
」
な

に
見
え

る
。

「
込
む
」

は
近
世

後
半
で

は
、
主

に
演

劇
.て
用

い
ら
れ

た
特
殊

な

こ
と
ば

で

あ

っ
翫
沙

三
馬

は
江

戸
者

の

こ
と
ば

に
、

(『浮
世
風
呂
』
前
編
巻
之
下
　
ぺ
)

○

ハ
テ
呑

込

の
わ

る

い
番

頭
だ

○

コ
レ
。

も
し

。
ど

う
だ
テ
。

ま
だ

呑
込

ね

へ
か

の
。

(
『大
千
世
界
楽
屋
探
』

初
編
巻
之
上
　
ぺ
〉

○
酢

も
甘

も
呑

込
だ
も

ん
だ

か
ら
無

理
は

ね

へ

(『
酩
酊
気
質
」
異
見
上
戸
　
ぺ
)

と

「
呑

み
込
む

」
を

用

い
て
い
る
が

、

「
込
む
」

は
用

い
て
い
な

い
。

つ

ま

り
、

三
馬

の
時

代

、
江
戸

・
上
方

の
両
地

に
お

い
て

「
呑

み
込
む

」
は

口
頭
語
と

し

て
共

通

に
使
用

さ
れ

て

い
た

が
、

「
込
む

」
は
演

劇
語

と
し

て
の
み
残

っ
て

い
た

こ
と
ば
.て
、

日
常

の
会

話
.て
は

用

い
ら

れ

て
い
な
か

っ、
た
。

こ
の

「
込
む

」
を

三
馬
は
上

方
者

「
け
ち
兵
衛

」
の

こ
と
ば

と
し

て
、

○

ヲ

ッ
ト
皆
ま
で

い
わ
ん
す

な
、

込
.て
ゐ
る

(「
浮
世
風
呂
』
四
編
巻
之
中
　

ぺ
)

と

、

「
込
ん
で

ゐ
る

」

の
形
で

用

い

て
い
る
。

三
馬

は

こ
の

「
込
む

」
を

瑠
璃

な
ど

の
脚
本

か
ら
得

た
も

の
と
思

わ
れ

る
。

当
時

上
方
.て

は
、
江
戸
と

同
じ

「
呑

み
込
む

」
が

一
般

の
会

話
で

用

い

ら

れ

て

い
た

の
.て
、
却

っ
て
、
江

戸
人

に
は
耳

な
れ

な

い
、

め
ず
ら

し

い

こ
と
ば

を
使

用
す

る
事

に
よ

っ
て
、
上
方

語
ら

し

い
、

ひ
い
て
は
上

方
人

ら

し

い
響

き
を

持

た
せ

た
も

の
と

思
わ

れ
る
。

「
込
む
」

と
同
様

に
、

日
常

会

話
て

は
み

ら
れ
な

い
、
特

殊
な

こ
と
ば

で

あ

る
演

劇

語
を

用

い
た

例
は

、
外

に
、

ひ

や

い

鴇
大
千
世
界
楽
屋
探
」
初
編
巻
之
上
旙
ぺ
)

一
盃
す

る

(『
浮
世
床
』

初
編
巻
之
中
m

ぺ
)

耳

つ
ぶ
す

(「
浮
世
風
呂
」
二
編
巻
之
上
　
ぺ
・「大
千
世
界
楽
屋
探
』
初
編
巻

之
上
脚
ぺ
・「
浮
世
床
』
柳
髪
新
話
自
序
銘
ぺ
に

「聴
耳
つ
ぶ
す
」

の
形
で
見
ら
れ
る
。
)

順

接
接
続

詞

(
に
よ

っ
て

じ

ゃ
に
よ

っ
て

そ
れ
じ

ゃ
に
よ

一、
て
〉

逆

接
接
続

詞

(
じ

ゃ

て

ゝ

じ

ゃ
と

い
ふ

て

そ
れ
じ

ゃ
て

ゝ
)

こ

わ
ま

す

(
二

盃
綺
言
」
無
益
の
こ
と
を
あ
ら
そ
ふ
酒
癖
窩
ぺ
)

か
な
し

が
な

し

(
『浮
世
床
』
初
編
巻
之
中
　
ぺ
)

な

と
が
あ

る
。

こ

こ
に
も

、
一

と
同
様

に
言

語

の
写
実
を

事
と

す

る
の
で

は
な

く
、
却

っ

て
珍

奇

な

こ
と
ば

を

用

い
る
と

い
う
三
馬

の
態
度

が

み
ら
れ

る
。

付
言
す

る
と

「
こ

わ
ま
す

」

は
浄

瑠
璃

に
み
ら
れ

る

「
こ

わ

り
ま
す

」

「

「
こ
わ

ん
す

」
か

ら
、

「
か
な

し
が

な
し

」
は

「
か
な

し
が

な
し
も

」

か
ら
造

り
か

え
た
も

の
で

あ
ろ

う
。
尚

、
造

語

に

っ
い
て
は
次

の
三
で

述

べ
る
。

ニ

ノ
三

江
戸
語

の

「
青

も
の
や
」

は
、
上

方

語

の

「
八
百

屋
」

に
相
当

す

る
。

当
時

の
上

方

に
お

い
て
、

「
八
百

屋
」
を

「
八

百

物

屋
」
と

い
う

こ
と

は

決

し

て
な
か

っ
た
。
古

い

こ
と
ば
で

も

な

い
。
し

か
る

に
、

三
馬

は

『
浮

世

風
呂
』

に
お

い
て

「
ド
リ

ャ
、
内

へ
往

て
昼
飯

の
支

度

な
と

せ
う
か

い
。
ヤ
、
能

所

へ
八

百
屋

さ
ん
が

見
え

た
。

ヲ
イ
、

コ
リ

ャ

コ
リ

ャ
、
八
百
物

屋

さ
ん
く

ち

ょ
と
待

て
く

だ
ん
せ
。
」

(
「
浮
世
風
呂
」
四
編
巻
之
中
　
ぺ
)

と

、
上
方

者

「
け
ち
兵

衛

」
は
江

戸

の

「
青

も

の
や
」
を
呼

び

と
め

て

い



る
。

し
か
し

、

又

こ
の

「
け
ち
兵

衛
」

は
、
江

戸

の

「青

も

の
う
り

」
を

呼
び

と
め

る
時
だ

け

「
八
百

物

屋
」
と

い
い
、
前

後

の
他

の
場

面
で

は
正

し
く

「
八
百

屋
」
と

言

っ
て

い
る
。

つ
ま

り
、

三
馬

は
勝
手

に

「
八

百
物

屋
」
と

い
う

こ
と
ば

を
造

り
、
意

識

的

に

こ
の
場

の

「
け
ち
兵

衛
」

に
使

用
さ

せ
た

の
で

あ

る
。

そ
う
す

る

事

に
よ

っ
て
、

三
馬

は

こ
の
時

の

「
け

ち
兵
衛

」

の
ふ
ざ

け
た
気
持

を
表

現
と

し
た

の
で

あ

る
。
彼

の
造
語

の
例

と
し

て
次

の
様

な
も

の
が

あ
げ
ら

れ
る

。

肝
魂

が
天

井
持
す

る

(「大
千
世
界
楽
屋
探
」
初
編
巻
之
上
　
ぺ
〉

風
負

す
る

(「浮
世
風
呂
」
二
編
巻
之
上
　
ぺ
)

酒

の
下
酒

(「浮
世
風
呂
」
二
編
巻
之
上
　
ぺ
)

い
ま

く

(「浮
世
床
」
初
編
巻
之
中
　
ぺ
)

一
体

の

(「浮
世
風

呂
」

四
編
巻
之
中
　

ぺ
)

ま

だ

に

(「浮
世
風

呂
」

四
編
巻
之
中
　

ぺ
)

誰

が

な

い

(「浮
世
床
」

初
編

巻
之
中
　

ぺ
)

お

手

、つ
か

ら

(「浮

世
風
呂
」
四
編
巻
之
中
　

ぺ

「
人
心
覗
機
関
」
傲
ぺ
に
は
江

戸
者

の

例
も

あ
る
。
)

お
十
動

詞
連

用
形

十
が
あ

る

(「浮
世
風
呂
』
四
編
巻
之
中
　
ぺ
)

一
日
さ
ん

が

い

(「浮
世
風
呂
」
四
編
巻
之
中
脚
ぺ

「甲
変
胸
算
用
」
巻
之
上
　
ぺ
)

疾

火

を
切

る

(「
客
者
評
判
記
」
惣
巻
頭
　
ぺ
)

こ

こ
に
も

、
故

意

に
耳

な
れ

な

い
珍
奇

な

こ
と
ば

を
求

め
、
上

方
語

を
上

方

人
を

そ
れ

ら
し
く
作

れ
ば

よ

い
と

い
う
三
馬

の
態
度

が
う

か
が

え
る
。

ノ

四

 

な
す

与

び

江
戸

語

の

「茄

子

」
は

、
上
方

語

の

「
茄
子

」
で

あ
る
。

な
ん

か
ふ

いれ
勇

○
お

ま

へ

に
損

か

け

ち

ゃ

、

つ
ら

い
場

ぢ

ゃ

ナ

。

何

ぞ

買

て
入

合
口
せ

を

せ

う

か

い
。

此

茄

子

は

な

ん

ぼ

す

る

(「浮
世
風

呂
」

四
編
巻
之
中
　

ぺ
)

よ

い
ふ

ほ
ん
じ
よ
な

す
も
て

た
ね

○

コ
レ

コ
レ
、
能
う

云

て
お
か
ん

せ

、
本

所
茄

子
持

来

る
と

ナ
。
種

は
あ

だ
い

く

や
ま

ゑ
へ

れ
ど
焚

て
食

た
ら

山
よ

り
能
と

い
ふ
は

い

の

(
「
浮
世
風
呂
」
四
編
巻
之
中

矧
ぺ
)

三
馬

は
上

方
者

に
も

「茄

子

」
と
江

戸
語

を
使

わ
せ

て

い
る
。
上

方
者

「
け
ち
兵

衛

」

の
江

戸

の
商

人

に
対

す
る

こ
と
ば
で

あ

る
か
ら

、
江

戸
詞

でて
瓠

伽瀕
好

」
飽

肚
言
距

た
と
誌

拷

え
ら

れ
る
。

が
、
次

の
様

な

例
も
紡

る
卸
い

○
駒

の
嗅
や
麟

ゆ
児

な
ぞ
対

手

に
し

て
、
筋

蝋
わ
粕

た

っ
け
ば

、
夫
獅

パ愛

に
為

て
、
能
気

付

て
く
れ

る

は

い
。

ヤ
、
茄

子

田
楽

が
出

来

た

の
。
或

はま
く
り
た
い

ひ
ろ
ざ
ら

江
戸
に
い
ふ
し
き
や
き
の
事

平

皿

に

一
ぱ

い

ツ
、

も

あ

り

つ
く

は

い
。

は

ま

た

蛤

焚

た

の
と

い

ふ

て

、

(『
浮
世
風

呂
』

四
編
巻
之
中
　

ぺ
)

こ

れ

も

「
け

ち

兵

衛

」

の

こ
と

ば
で

あ

る

。

話

の
内

容

か

ら

、

「
ヤ

、

茄

す
で
ん
が
く

で

け

子

周
楽

が
出
来

た

」

「
蛤
焚

い
た
」

と

い
う

こ
と
ば

は
、
隣

の
人

(
江
戸

な

す
で
ん
が
く

者

)

の

こ
と
ば

と
も

と

れ
る
が

、

「
茄

子

田
楽
」

に

「
江

戸

に

い
ふ
し
ぎ

や
き

の
事

」

と

い
う
註

ま
で

わ

ざ
わ

ざ

つ
け

て
い
る
所

か
ら

、
三
馬

は
上

方

詞

と
し

て
使

っ
た

こ
と
が

は

っ
き

り
わ

か
る
。

つ
ま

り
、
隣

の
人

の

こ

と
ば
を

間
接

話
法
で

い

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。

「
茄

子
鴫
焼

。
京

坂

に

て
は
、

な
す
び

の
で

ん
が

く
と
云

、
京
坂

に
て

は

、
茄

子

の
皮

を
去

り
、

二

つ
三

つ
切
り
…

」
守
貞
漫
稿
食
類

な
す
び

で
ん
が
く

「
茄

子

の
田
楽

。
し

ぎ
焼
と

い
ふ

て
は
通
ぜ
ず

。
」
文
政
四
年
力

浪
花

方
言

「
鴫
焼
　

茄

子

田
楽

」

(上

は
江

戸
、
下

は
上

方

)
三
都
の

午
睡

(天
保
年
間
)

又

、
上
方

の
資
料

い
ず

れ
を

見

て
も
、

「
な

す
」

「
な
す

田
楽

」
は

な

で
ん
が
く

く
、

「
な
す

び
」

「
な

す
び

の
田
楽

」
が

使
わ

れ

て

い
る
。

三
馬

は
、
江

一一



戸

詞

「
な

す
」
を

う

っ
か

り
上
方

語
と

し

て
用

い
て
し
ま

い
、
そ

し

て

「

な
す

田
楽

」
と

い
う
感

違

い
ま
で
起

こ
し
た

の
で
あ

ろ
う
。
同

様

の
例

に
次

の
様

な
も

の
が
あ

る
。

し

た
ち

(「浮
世
風
呂
」
二
編
巻
之
上
麗
ぺ
)
　
上

方

で

は

「
醤
油

」
と

い
う
。

て
っ
ぺ
ん

て
ん
じ
ょ
う

天

辺

(「浮
世
床
」
四
編
巻
之
中
伽
ぺ
)
　
上
方

で
は

「
天
井

」
と

い
う
。

ぞ

ん
き

(「浮
世
風
呂
」
四
編
巻
之
中
肥
ぺ
)

取
始
未

す
る

(「
浮
世
風
呂
」
四
編
巻
之
中
蹴
ぺ
)

こ

こ
に
は
、
従
来

云
わ

れ

て
い
る

の
と

反
対

の
言

語

に
対

し

て
不
注

意

な
と

い
う
よ

り
、
む

し
ろ

い

い
か

げ
ん

な
三
馬

の
態
度

が

う
か
が
わ

れ
る

。

三

 

以
上

の
様

に
、

三
馬

は
言

語

の
写
実

を
事
と

し
た

こ
と

は
事

実

な
が
ら

一
面
で

は
、
言

語
を
自

由

に
我

流

の
用
法

で
使

う
事

に
よ

っ
て
、
人
物

や

事

件
を

写
実

ら
し
く

、
も

っ
と
も

ら
し

く
、
鮮

明

に
、
効

果
的

に
描

こ
う

と
し
た

の
で
あ

る
。
言

語

κ
対
し

て
大
き

な
関

心
を
も

っ
て

い
た

三
馬

は

生
来

の
言
語

に
対
す

る
鋭
敏

さ
で

、
彼
独
自

の
語
法

を
も

っ
て
し

、
語
彙

ま

で
作

っ
た

の
で
あ

る
。

そ

こ
に
、
戯
作

者
と

し

て
の
彼

の
手
腕

は
大

い

に
発
揮

さ
れ

て

い
る
の
で

あ

る
。

こ
の
様

な
戯

作
者
的

言

語
描
写

の
態
度

は
、

上
方

語
だ

け
で

な

く
、
江

戸

語
や

そ

の
他

の
方
言

に
も

、

そ
し

て
言

語

の
駆
使
を

中
心

と
し

た
作
品

の
創
作
態

度
全

体

に
通
じ

て

い
る

の
で

は
な

い
か
と

思
わ
れ

る
が

、
今

後

の
課
題

と

し
て
、
残

す

こ
と

に
す

る
。

う一


